
別紙

大 小

債権回収業務実績

・母子父子寡婦福祉資金貸付金に係る債権回収業務受託実績が十分にある
か。
・母子父子寡婦福祉資金貸付金以外の債権に係る国、地方公共団体からの
債権回収業務受託実績が十分にあるか。
・上記以外の債権回収業務受託実績が十分にあるか。

10

成功報酬率・回収不能報
告書作成額

・成功報酬率及び回収不能報告書作成額は妥当か。 10

高知市内における本社
又は支店等の有無

・高知市内に本社若しくは支社，支店等を有しているか。 5

130

個人情報保護のための
取組、推進体制について

高知市母子父子寡婦福祉資金貸付金未収金回収業務委託　プロポーザル選定基準

審査項目
企画提案書記述内容のポイント 配点

・社内規程の有無等、個人情報保護の徹底のための体制や取組を具体的に
記述すること。
・企画提案書提出時点で有効な情報セキュリティに関する各種認証を取得して
いる場合は、その内容を記述し、確認できる書類を添付すること。
・個人情報の管理方法及び管理体制を具体的に記述すること。

10

業務実施方針

基本的な取組姿勢

・本業務内容や課題を十分に理解し、業務実施方針を記述すること。
・債務者等の経済・就労状況の把握等、貴社が考える福祉的観点からの配慮
について、具体的に記述すること。
・収納率向上のための方針を具体的に記述すること。

10

業務実施体制 組織・実施体制

・本業務を実施するための組織体制・人員配置・役割分担（業務責任者、配置
人員数等）を記述した業務実施体制図やフロー図を記載すること。
・業務実施体制図やフロー図に記載した者の経歴（業務実施に有用な資格、
本業務と同様又は類似する業務の実績、経験年数等）を記述すること。
・本市との連携調整を行う体制について記述すること。

10

収納金の管理・払込業務

コンプライアンス遵守の
ための取組、推進体制に
ついて

・社内規程の有無等、コンプライアンス遵守の徹底のための体制や取組を具
体的に記述すること。

10

納付相談業務

・対応マニュアルの有無等、債務者等の状況に応じた相談方法を具体的に記
述すること。
・分納となった場合の管理方法について記述すること。
・交渉記録の管理方法について記述すること。

15

15

合　　計

独自提案 独自提案 ・本業務に関し、貴社が有益と考えるその他の提案があれば記述すること。 5

その他

・各債務者からの入金確認や債務残額の管理方法を具体的に記述すること。
・債務者等と異なる名義人から振り込まれた場合の対処方法を記述すること。
・債務者等からの収納金額と本市への入金額に過不足が生じないための確認
体制を具体的に記述すること。

15

調査業務
・納付催告に反応がない場合や所在不明状態にある債務者等の居所、連絡
先の調査方法を具体的に記述すること。

15

業務実施内容及び
手法

債権回収業務

・催告書送付や電話催告等、債務者への対応を具体的に記述すること。
・効果的な催告書や催告方法を具体的に記述すること。
・債務者の利便性を考慮した納付方法を具体的に記述すること。
・苦情発生の未然防止や、苦情対応への対応策を具体的に記述すること。
・収納目標額、収納率及びその設定の考え方を記述すること。


